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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロジェクタであって、
　光源装置と、
　前記光源装置からの光を変調する電気光学装置と、
　前記電気光学装置の光入射面側および光射出面側にそれぞれ配置された２つの偏光子と
、
　前記電気光学装置からの光を投写する投写光学系と、
を備え、
　前記２つの偏光子のうち、前記電気光学装置の光射出面側に配置された偏光子は、
　非平行な状態で対向する光入射面および光射出面を有する第１のプリズムと、
　前記第１のプリズムの光射出面側に配置された光反射型偏光板と、
を備え、
　前記光反射型偏光板は、前記第１のプリズムから射出された光を偏光方向が異なる２種
類の偏光光に分離して、第１の偏光光を透過させるとともに第２の偏光光を反射させ、
　前記第１のプリズムの前記光入射面と前記光射出面との成す角度は、前記光反射型偏光
板で反射されて前記第１のプリズム内に戻った前記第２の偏光光が前記光入射面で全反射
するように、設定されており、
　前記第１のプリズムの前記光入射面と前記光射出面とで形成される頂角に対向する対向
面は、前記光入射面で全反射した前記第２の偏光光が前記対向面にほぼ垂直に入射するよ
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うに、設定されており、
　前記第１のプリズムの前記光入射面と前記対向面とにそれぞれ反射防止膜が形成されて
いる、プロジェクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像を表示するプロジェクタに関し、特に、液晶装置の光入射面側および／
または光射出面側に配置される偏光子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プロジェクタでは、液晶装置（液晶パネル）を含む液晶ライトバルブが用いられている
。液晶装置の光入射面側および光射出面側には、通常、偏光子が配置される。偏光子は、
所定の偏光光を透過させ、他の光を除去する機能を有している。
【０００３】
　プロジェクタの偏光子としては、通常、光吸収型の偏光板が用いられている。このよう
な偏光板としては、例えば、ヨウ素分子または染料分子を含むフィルムを一軸延伸して形
成された偏光板が用いられている。なお、光吸収型の偏光板は、消光比が比較的高く、入
射角依存性が比較的小さいが、耐光性および耐熱性に劣るという特徴を有している。
【０００４】
　ところで、近年、プロジェクタの画像の明るさの向上や小型化が要望されており、光源
装置の高出力化や、液晶装置の小型化等が進められている。このため、偏光板に入射する
光の光束量が大きくなり、光束密度が大きくなっている。換言すれば、偏光板に入射する
単位面積あたりの光の強度が大きくなっている。
【０００５】
　このように、偏光板に入射する単位面積あたりの光の強度が大きくなると、偏光板にか
かる熱的負荷が増大する。これは、光吸収型の偏光板は、不要な光を吸収することによっ
て除去しており、吸収された光は熱に変換されるためである。したがって、光吸収型の偏
光板を用いる場合には、耐光性および耐熱性が低いため、偏光板の特性を長期間維持する
ことが困難であるという問題があった。このため、プロジェクタは、コントラストが高く
、明るい画像を長期間安定して表示できないという問題があった。
【発明の開示】
【０００６】
　この発明は、従来技術における上述の課題を解決するためになされたものであり、偏光
子の耐光性や耐熱性を向上させることにより、コントラストが高く、明るい画像を安定し
て表示できるプロジェクタを提供することを目的とする。
【０００７】
　上述の課題の少なくとも一部を解決するため、本発明の第１の装置は、プロジェクタで
あって、光源装置と、前記光源装置からの光を変調する電気光学装置と、前記電気光学装
置の光入射面側および光射出面側にそれぞれ配置された２つの偏光子と、前記電気光学装
置からの光を投写する投写光学系と、を備え、前記２つの偏光子のうちの少なくとも一方
は、構造複屈折型偏光板であることを特徴とする。
【０００８】
　なお、構造複屈折型偏光板は、形状複屈折型偏光板や形態複屈折型偏光板などと呼称さ
れる場合もある。
【０００９】
　このプロジェクタでは、構造複屈折型偏光板が用いられている。構造複屈折型偏光板は
、光を殆ど吸収しないため、耐光性および耐熱性が比較的高い。したがって、光源装置の
光出力を大きくしたり、電気光学装置を小型化したりすることによって、偏光子に入射す
る単位面積あたりの光の強度が大きくなった場合にも、プロジェクタは、コントラストが
高く、明るい画像を安定して表示することができる。
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【００１０】
　なお、電気光学装置の光入射面側に設けられた偏光子に偏りのない光が入射する場合に
は、光入射面側の偏光子にかかる熱的負荷が光射出面側の偏光子にかかる熱的負荷よりも
大きくなる。このような場合には、電気光学装置の少なくとも光入射面側に構造複屈折型
偏光板を設けるとよい。
【００１１】
　また、電気光学装置の光入射面側に設けられた偏光子に所定の偏光光が入射する場合に
は、光射出面側の偏光子にかかる熱的負荷が光入射面側の偏光子にかかる熱的負荷よりも
大きくなる。このような場合には、電気光学装置の少なくとも光射出面側に構造複屈折型
偏光板を設けるとよい。
【００１２】
　上記の装置において、前記構造複屈折型偏光板は、ワイヤグリッド型偏光板であっても
よい。
【００１３】
　ワイヤグリッド型偏光板は構造が単純なので、構造複屈折型偏光板を容易に製造するこ
とができる。
【００１４】
　また、上記の装置において、前記構造複屈折型偏光板は、透明結晶基板と、前記透明結
晶基板上に所定方向に沿って周期的に形成された微細構造体と、を備えるようにしてもよ
い。
【００１５】
　透明結晶基板は比較的熱伝導率が高いため、構造複屈折型偏光板が光を吸収することに
よって生じた熱を速やかに放出することができる。なお、透明結晶基板としては、例えば
、サファイア基板や水晶基板を使用できる。
【００１６】
　上記の装置において、前記構造複屈折型偏光板は、前記電気光学装置を照明する光の中
心軸に対して斜めに配置されているようにしてもよい。
【００１７】
　このように、構造複屈折型偏光板を斜めに配置すれば、入射する光に対する微細構造体
のピッチを実質的に小さくすることができるので、構造複屈折型偏光板の光学特性を向上
させることが可能となる。
【００１８】
　上記の装置において、前記構造複屈折型偏光板は、前記中心軸に対して約４５度の傾斜
角で配置されていてもよい。
【００１９】
　こうすれば、構造複屈折型偏光板を透過した光を電気光学装置で利用する場合には、構
造複屈折型偏光板で反射された不要な光は上記の中心軸に対して約９０度の方向に射出さ
れるので、不要な光が他の光学素子に悪影響を及ぼすことがない。また、構造複屈折型偏
光板で反射された光を電気光学装置で利用することも可能となる。
【００２０】
　あるいは、上記の装置において、前記構造複屈折型偏光板は、複数の領域に分割されて
おり、前記複数の領域のうちの少なくとも一部は、前記電気光学装置を照明する光の中心
軸に対して斜めに配置されているようにしてもよい。
【００２１】
　こうすれば、構造複屈折型偏光板を斜めに配置する場合にも、構造複屈折型偏光板の厚
み（すなわち、電気光学装置の光入射面と垂直な方向における寸法）を比較的小さくする
ことができる。なお、複数の領域の一部は、電気光学装置を照明する光の中心軸と直交（
すなわち、電気光学装置の光入射面と平行）していてもよい。
【００２２】
　上記の装置において、前記構造複屈折型偏光板の前記複数の領域のうちの少なくとも一
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部は、前記中心軸に対して約４５度の傾斜角で配置されていてもよい。
【００２３】
　こうすれば、構造複屈折型偏光板を透過した光を電気光学装置で利用する場合には、構
造複屈折型偏光板で反射された光は、上記の中心軸に対して約９０度の方向に射出される
ので、このような光が他の光学素子に悪影響を及ぼすことがない。あるいは、構造複屈折
型偏光板で反射された光の有効利用を考慮すれば、このような光を光源装置に戻して再利
用することもできる。
【００２４】
　上記の装置において、さらに、前記構造複屈折型偏光板の光射出面側には、光吸収型偏
光板が配置されていることが好ましい。
【００２５】
　構造複屈折型偏光板の光学特性は、入射角依存性や波長依存性が比較的大きい。一方、
光吸収型偏光板の光学特性は、入射角依存性や波長依存性が比較的小さい。したがって、
光吸収型偏光板を併用すれば、構造複屈折型偏光板の入射角依存性や波長依存性を補償す
ることができるので、耐光性および耐熱性に優れ、かつ、光学特性に優れた偏光子を得る
ことができる。なお、構造複屈折型偏光板と光吸収型偏光板とは、光学的に一体化されて
いてもよい。こうすれば、両者の界面で生じる光損失を低減させることができる。光吸収
型偏光板としては、例えば、ヨウ素または染料を含む材料からなる偏光板を用いることが
できる。
【００２６】
　上記の装置において、前記光吸収型偏光板の光射出面側には、透明結晶基板が配置され
ており、前記透明結晶基板は、前記光吸収型偏光板と密着していることが好ましい。
【００２７】
　光吸収型偏光板を比較的大きな熱伝導率を有する透明結晶基板と密着した状態で配置す
れば、光吸収型偏光板の光吸収によって生じた熱を放出し易くなるので、光吸収型偏光板
で生じた熱に起因する構造複屈折型偏光板および光吸収型偏光板自体の光学特性の劣化を
低減させることができる。
【００２８】
　あるいは、上記の装置において、さらに、前記構造複屈折型偏光板の光射出面側には、
光反射型偏光板が配置されていてもよい。
【００２９】
　なお、光反射型偏光板は、複屈折性を有する薄膜と複屈折性を有しない薄膜とを複数積
層した層状偏光板であってもよい。
【００３０】
　このように、光吸収型偏光板に代えて、光反射型偏光板を併用しても、構造複屈折型偏
光板の入射角依存性や波長依存性を補償することができるので、耐光性および耐熱性に優
れ、かつ、光学特性に優れた偏光子を得ることができる。
【００３１】
　本発明の第２の装置は、プロジェクタであって、光源装置と、前記光源装置からの光を
変調する電気光学装置と、前記電気光学装置の光入射面側および光射出面側にそれぞれ配
置された２つの偏光子と、前記電気光学装置からの光を投写する投写光学系と、を備え、
前記２つの偏光子のうちの少なくとも一方は、非平行な状態で対向する光入射面および光
射出面を有する第１のプリズムと、前記第１のプリズムの光射出面側に配置された光反射
型偏光板と、を備え、前記光反射型偏光板は、前記第１のプリズムから射出された光を偏
光方向が異なる２種類の偏光光に分離して、第１の偏光光を透過させるとともに第２の偏
光光を反射させ、前記第１のプリズムの前記光入射面と前記光射出面との成す角度は、前
記光反射型偏光板で反射されて前記第１のプリズム内に戻った前記第２の偏光光が前記光
入射面で全反射するように、設定されていることを特徴とする。
【００３２】
　このプロジェクタでは、光反射型偏光板を有する光反射型偏光子が用いられている。こ
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の偏光子は、光を殆ど吸収しないため、耐光性および耐熱性が比較的高い。したがって、
光源装置の光出力を大きくしたり、電気光学装置を小型化したりすることによって、偏光
子に入射する単位面積あたりの光の強度が大きくなった場合にも、プロジェクタは、コン
トラストが高く、明るい画像を安定して表示することができる。
【００３３】
　また、この偏光子を用いれば、光反射型偏光板で反射された第２の偏光光は、プリズム
の光入射面から外部に射出されない。したがって、この光反射型偏光子をプロジェクタの
電気光学装置の光射出面側に配置した場合には、光反射型偏光子の側から電気光学装置の
光射出面に光が入射することがないので、電気光学装置が誤動作することを防止できる。
【００３４】
　さらに、この偏光子は、プリズムを備えているが、プリズムの光入射面と光射出面との
成す角度を比較的小さく設定することができるので、偏光子を小型化することができると
ともに、プロジェクタを小型化することができる。
【００３５】
　上記の装置において、前記第１のプリズムは、前記光入射面と前記光射出面とによって
形成される交線が前記電気光学装置の長方形の表示領域の長辺と略平行となるように、配
置されていることが好ましい。
【００３６】
　こうすれば、偏光子をより小型化することができるので、プロジェクタをより小型化す
ることが可能となる。
【００３７】
　上記の装置において、前記第１のプリズムの前記光入射面と前記光射出面とで形成され
る頂角に対向する対向面は、前記光入射面で全反射した前記第２の偏光光が前記対向面に
ほぼ垂直に入射するように、設定されていることが好ましい。
【００３８】
　こうすれば、対向面に入射する光の殆どを、対向面から射出させることができるので、
対向面で反射して光反射型偏光板に再度入射してしまう光を、かなり低減させることがで
きる。
【００３９】
　上記の装置において、前記第１のプリズムは、光弾性定数が約１nm/cm/105 Pa以下の材
料で形成されていることが好ましい。
【００４０】
　光弾性定数が比較的小さな材料を用いてプリズムを形成すれば、プリズム中を光が通過
する際に偏光状態が変化することが殆ど無いので、偏光子は、優れた光学特性を発揮する
ことができる。
【００４１】
　さらに、上記の装置において、前記光反射型偏光板の光射出面側に配置され、前記光反
射型偏光板を透過した前記第１の偏光光が入射する第２のプリズムを備えることが好まし
い。
【００４２】
　こうすれば、第２のプリズムの屈折率や、第２のプリズムの光入射面と光射出面との成
す角度をうまく設定することにより、偏光子から射出される光の進行方向を制御すること
ができる。これにより、他の光学部品を配置する際の自由度を高めることができる。なお
、第２のプリズムの形状および屈折率を第１のプリズムと同じに設定すれば、透過する光
の進行方向が殆ど変化しない偏光子を得ることができる。
【００４３】
　上記の装置において、前記第１および第２のプリズムのうちの少なくとも一方は、光弾
性定数が約１nm/cm/105 Pa以下の材料で形成されていることが好ましい。
【００４４】
　上記の装置において、前記第２のプリズムは、前記第２のプリズムを介して射出される
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前記第１の偏光光の進行方向が前記第１のプリズムに入射する光の進行方向とほぼ一致す
るように、構成されていることが好ましい。
【００４５】
　こうすれば、偏光子に入射する光と偏光子から射出される光との進行方向をほぼ一致さ
せることができるので、他の光学部品を用いた光学系を容易に構成できる。なお、進行方
向を一致させるには、例えば、第２のプリズムの屈折率を第１のプリズムの屈折率とほぼ
同じに設定し、第２のプリズムの光入射面と第１のプリズムの光射出面を略平行に設定し
、第２のプリズムの光射出面と第１のプリズムの光入射面とに略平行に設定すればよい。
【００４６】
　上記の装置において、前記光反射型偏光板の光射出面側には、光吸収型偏光板が配置さ
れていることが好ましい。
【００４７】
　こうすれば、光吸収型偏光板が、光反射型偏光板の入射角依存性や波長依存性を補償す
ることができるので、耐光性および耐熱性に優れ、かつ、光学特性に優れた偏光子を得る
ことができる。なお、偏光子が第２のプリズムを備える場合には、光吸収型偏光板は、第
２のプリズムの光入射面側に配置されていてもよいし、光射出面側に配置されていてもよ
い。
【００４８】
　上記の装置において、前記光反射型偏光板は、構造複屈折型偏光板であってもよい。
【００４９】
　構造複屈折型偏光板は、光吸収を殆ど生じない光反射型偏光板であり、耐光性および耐
熱性が比較的高い。したがって、偏光子に入射する単位面積あたりの光の強度が大きくな
った場合にも、高い光学特性を安定して発揮する光反射型偏光子を得ることができる。な
お、構造複屈折型偏光板としては、例えば、ワイヤグリッド型偏光板を用いることができ
る。
【００５０】
　上記の装置において、前記構造複屈折型偏光板は、所定方向に沿って周期的に形成され
た微細構造体を備え、前記所定方向は、前記第１のプリズムの前記光入射面と前記光射出
面とによって形成される交線と略直交する方向であることが好ましい。
【００５１】
　こうすれば、構造複屈折型偏光板は、電気光学装置を照明する光の中心軸に対して斜め
に配置されることになるので、入射する光に対する微細構造体のピッチを実質的に小さく
することができ、この結果、構造複屈折型偏光板の光学特性を向上させることが可能とな
る
【００５２】
　上記の装置において、前記光反射型偏光板は、複屈折性を有する薄膜と複屈折性を有し
ない薄膜とを複数積層して層状偏光板であってもよい。
【００５３】
　このように、光反射型偏光板として層状偏光板を用いれば、入射角依存性や波長依存性
を比較的小さくすることができる。
【００５４】
　本発明の第３の装置は、プロジェクタであって、光源装置と、前記光源装置からの光を
変調する電気光学装置と、前記電気光学装置の光入射面側および光射出面側にそれぞれ配
置された２つの偏光子と、前記電気光学装置からの光を投写する投写光学系と、を備え、
前記２つの偏光子のうちの少なくとも一方は、非平行な状態で対向する光入射面および光
射出面を有する第１のプリズムと、前記第１のプリズムの光射出面側に配置された光反射
型偏光板と、をそれぞれ含む複数の部分偏光子を備え、前記複数の部分偏光子は、それぞ
れの前記第１のプリズムの前記光入射面がほぼ同一面内に配置されるように接続されてお
り、前記各部分偏光子において、前記光反射型偏光板は、前記第１のプリズムから射出さ
れた光を偏光方向が異なる２種類の偏光光に分離して、第１の偏光光を透過させるととも
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に第２の偏光光を反射させ、前記第１のプリズムの前記光入射面と前記光射出面との成す
角度は、前記光反射型偏光板で反射されて前記第１のプリズム内に戻った前記第２の偏光
光が前記光入射面で全反射するように、設定されていることを特徴とする。
【００５５】
　この偏光子では、上記の第２の装置における偏光子が部分偏光子として用いられている
ので、第２の装置と同様の作用・効果を奏する。また、上記の第２の装置における偏光子
を１つ用いる場合と比べて、各部分偏光子の厚みを小さくすることができるので、偏光子
を小型化することが可能となる。また、この偏光子をプロジェクタに適用することにより
、上記の第２の装置としてのプロジェクタと比べて、プロジェクタを小型化することがで
きるという利点がある。
【００５６】
　本発明の第４の装置は、偏光子であって、非平行な状態で対向する光入射面および光射
出面を有する第１のプリズムと、前記第１のプリズムの光射出面側に配置された光反射型
偏光板と、を備え、前記光反射型偏光板は、前記第１のプリズムから射出された光を偏光
方向が異なる２種類の偏光光に分離して、第１の偏光光を透過させるとともに第２の偏光
光を反射させ、前記第１のプリズムの前記光入射面と前記光射出面との成す角度は、前記
光反射型偏光板で反射されて前記第１のプリズム内に戻った前記第２の偏光光が前記光入
射面で全反射するように、設定されていることを特徴とする。
【００５７】
　この偏光子は、第２の装置で用いられる偏光子と同じであるため、同様の作用・効果を
奏する。
【００５８】
　本発明の第５の装置は、偏光子であって、非平行な状態で対向する光入射面および光射
出面を有する第１のプリズムと、前記第１のプリズムの光射出面側にそれぞれ配置された
光反射型偏光板と、をそれぞれ含む複数の部分偏光子を備え、前記複数の部分偏光子は、
それぞれの前記第１のプリズムの前記光入射面がほぼ同一面内に配置されるように接続さ
れており、前記各部分偏光子において、前記光反射型偏光板は、前記第１のプリズムから
射出された光を偏光方向が異なる２種類の偏光光に分離して、第１の偏光光を透過させる
とともに第２の偏光光を反射させ、前記第１のプリズムの前記光入射面と前記光射出面と
の成す角度は、前記光反射型偏光板で反射されて前記第１のプリズム内に戻った前記第２
の偏光光が前記光入射面で全反射するように、設定されていることを特徴とする。
【００５９】
　この偏光子は、第３の装置で用いられる偏光子と同じであるため、同様の作用・効果を
奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６０】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。図中に示すＸ，Ｙ，Ｚ方向は、互
いに直交する３つの方向を示している。以下では、偏光方向がＸ方向である光をＸ偏光光
、偏光方向がＹ方向である光をＹ偏光光とも呼ぶ。
【００６１】
Ａ．第１実施例：
　図１は、第１実施例としてのプロジェクタＰＪ１の要部を平面的に見た概略構成図であ
る。プロジェクタＰＪ１は、光源装置１１０とインテグレータ光学系１２０と平行化レン
ズ１９０と液晶ライトバルブＬＶと投写光学系５００とを備えている。液晶ライトバルブ
ＬＶは、本発明の電気光学装置に相当する液晶装置３００と、その光入射面側および光射
出面側にそれぞれ配置された２つの偏光子２００，４００とを備えている。なお、後述す
るように、本実施例では、光入射面側の偏光子２００として光反射型偏光板の１つである
構造複屈折型偏光板２００が用いられており、光射出面側の偏光子４００として光吸収型
偏光板４００が用いられている。
【００６２】
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　なお、光反射型偏光板とは、透過させない種類の偏光光を反射するタイプの偏光板を意
味しており、光吸収型偏光板とは、透過させない種類の偏光光を吸収するタイプの偏光板
を意味している。
【００６３】
　光源装置１１０は、光源ランプ１１１とリフレクタ１１２とを備えている。光源ランプ
１１１から放射状に射出された偏りのない光はリフレクタ１１２によって反射され、光源
装置１１０は、照明光軸Ｌに沿って略平行な光を射出する。
【００６４】
　インテグレータ光学系１２０は、液晶装置３００の表示領域と略相似関係にある矩形形
状を有する小レンズ１３１がマトリクス状に配置された２つのレンズアレイ１３０，１４
０を備えている。第１のレンズアレイ１３０に入射した光線束は、各小レンズ１３１によ
って複数の部分光線束に分割された後、第２のレンズアレイ１４０によって液晶装置３０
０上で重畳される。これにより、インテグレータ光学系１２０は、光源装置１１０から射
出された光の面内強度分布を均一化して、液晶装置３００を照明することができる。イン
テグレータ光学系１２０から射出された光は、平行化レンズ１９０を経て構造複屈折型偏
光板２００に入射する。
【００６５】
　構造複屈折型偏光板２００は、インテグレータ光学系１２０から射出された偏りのない
光からほぼ一種類の偏光光を生成する。偏りのない光は、偏光方向が互いに直交する２種
類の直線偏光光の合成光と考えることができる。構造複屈折型偏光板２００は、一方の直
線偏光光を反射させ、他方の直線偏光光を透過させることにより、光源装置１１０から射
出された偏りのない照明光からほぼ一種類の直線偏光光を生成する。なお、本実施例では
、構造複屈折型偏光板２００は、偏光方向がＸ方向となるＸ偏光光を透過させる。
【００６６】
　液晶装置３００は、透過型の液晶パネルであり、入射する偏光光を変調して射出する。
具体的には、液晶装置３００に入射したＸ偏光光は、図示しない外部からの画像情報に基
づいて変調され、部分的にＹ偏光光に変換された変調光が、液晶装置３００から射出され
る。
【００６７】
　光吸収型偏光板４００は、液晶装置３００から射出された変調光から不要な光を除去し
て画像を表す光を形成する。具体的には、光吸収型偏光板４００は、その透過軸がＹ方向
に一致するように配置されており、液晶装置３００から射出された変調光のうち、不要な
Ｘ偏光成分を吸収し、Ｙ偏光成分を透過させることにより、画像光を形成する。なお、光
吸収型偏光板４００としては、高い消光比を有する、ヨウ素または染料分子を用いて形成
された一軸延伸型の偏光板を用いることができる。
【００６８】
　投写光学系５００は、光吸収型偏光板４００によって形成された画像光を投写面６００
に投写する。これにより、投写面６００上に画像が表示される。
【００６９】
　図２は、図１の構造複屈折型偏光板２００の種々の例を示す説明図である。構造複屈折
型偏光板２００は、所定方向（図中Ｘ方向）に沿って周期的に形成された微細構造体を備
える偏光板であり、微細構造体の周期は、入射する光の波長よりも小さく設定されている
。なお、微細構造体の材質や周期等を調整することにより、所望の屈折率分布や光学異方
性を実現することができ、この結果、所望の偏光特性を実現することができる。
【００７０】
　図２（Ａ）は、ワイヤグリッド型の構造複屈折型偏光板２００の概略構造を示す斜視図
である。ワイヤグリッド型の偏光板２００は、透明基板２１０上に形成された金属薄膜２
１１がＹ方向に延びた微細な溝２１２によって周期的に分断された構造を有している。金
属薄膜（微細構造体）２１１は、偏光されるべき波長域において光を反射する性質を備え
ており、金属薄膜２１１としては、アルミニウムやタングステン等を用いることができる
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。なお、金属薄膜２１１は、蒸着法やスパッタ法によって形成することができる。また、
微細な溝２１２は、２光束干渉露光法や、電子線描画法、Ｘ線リソグラフィー法等と、エ
ッチングとを組み合わせることによって形成することができる。ワイヤグリッド型の構造
複屈折型偏光板２００は、構造が単純なので容易に製造することができるという利点があ
る。
【００７１】
　図２（Ｂ）は、構造複屈折型偏光板２００の別の例を示す断面図である。この構造複屈
折型偏光板２００は、透明基板２１０上に形成された多層膜２１５がＹ方向に延びた微細
な溝２１２によって周期的に分断された構造を有している。多層膜（微細構造体）２１５
は、互いに屈折率が異なり、等方性を有する２種類の誘電体薄膜２１３，２１４が交互に
積層されて形成されている。なお、多層膜２１５および溝２１２は、図２（Ａ）の金属薄
膜２１１および溝２１２と同様に形成される。
【００７２】
　図２（Ａ），（Ｂ）に示すような構造複屈折型偏光板２００に偏りのない光が入射する
と、微細な溝２１２が延びるＹ方向に平行な偏光成分であるＹ偏光光と、これに垂直な偏
光成分であるＸ偏光光と、に分離される。Ｘ偏光光は構造複屈折型偏光板２００を透過し
、Ｙ偏光光は構造複屈折型偏光板２００で反射される。このように、構造複屈折型偏光板
２００は、透過しない種類の偏光光を反射させる光反射型偏光板として機能しており、構
造複屈折型偏光板２００における光吸収は原理上かなり少ない。
【００７３】
　なお、構造複屈折型偏光板２００を用いる場合には、実際には、微細構造体２１１によ
ってわずかに光が吸収され、発熱する。したがって、構造複屈折型偏光板２００における
温度上昇を減少させるために、透明基板２１０としては、熱伝導率の高い透明結晶基板を
使うことが望ましい。こうすれば、微細構造体２１１の熱を速やかにかつ均一に分散させ
ることができるため、熱的に安定な構造複屈折型偏光板２００を得ることができる。
【００７４】
　なお、上記の透明結晶基板としては、熱伝導率と光透過率とが比較的高い材料を用いる
ことが好ましく、例えば、アルミナ（酸化アルミニウム）を主成分とするサファイア基板
や、水晶基板を用いることができる。なお、サファイア基板は、一般的なガラス基板の約
５０倍、石英ガラス基板の約３５倍の熱伝導率を有する。
【００７５】
　また、構造複屈折型偏光板２００としては、形状異方性を有する微粒子や微結晶等を配
向させたものや、細孔を有する薄膜（例えばアルミナ）を陽極酸化法によって形成したも
のを用いることもできる。
【００７６】
　ところで、構造複屈折型偏光板の偏光分離特性は、原理上、入射角依存性と波長依存性
とを有する。これらの依存性は、一般的には、微細構造体のピッチを入射する光の波長に
対して十分に小さくすることによって、低減させることができる。しかしながら、製法上
、構造の微細化には限界があるので、特に、短波長域の光については、上記の依存性を十
分に緩和できない場合がある。そこで、以下に説明するように、他の偏光板を併用するこ
とにより、構造複屈折型偏光板の偏光分離特性を補償することが好ましい。
【００７７】
　図３は、光吸収型偏光板と一体化された構造複屈折型偏光板２００Ａの概略断面図であ
る。この構造複屈折型偏光板２００Ａは、図２（Ａ）の構造複屈折型偏光板２００と、そ
の光射出面側に配置された光吸収型偏光板２２０と、の２つの偏光板を備えている。光吸
収型偏光板２２０は、構造複屈折型偏光板２００の光射出面側の透明基板２１０を支持体
として、透明基板２１０と密着して配置されている。また、光吸収型偏光板２２０は、そ
の透過軸方向が構造複屈折型偏光板２００の透過軸方向（Ｘ方向）と一致するように、配
置されている。なお、光吸収型偏光板２２０は、ヨウ素または染料分子を用いて形成され
た一軸延伸型の偏光板である。このような光吸収型偏光板は、大量生産されていることか
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ら安価で使い易い。
【００７８】
　この構造複屈折型偏光板２００Ａでは、構造複屈折型偏光板２００と光吸収型偏光板２
２０との２つの偏光板が光学的に一体化されている。そして、光入射面側には、光吸収が
少なく耐光性および耐熱性に優れた構造複屈折型偏光板２００が配置され、光射出面側に
は、偏光特性に優れ入射角依存性や波長依存性が比較的小さな光吸収型偏光板２２０が配
置されている。このように光吸収型偏光板を併用すれば、構造複屈折型偏光板で生じる偏
光分離特性の入射角依存性や波長依存性を補償することができる。
【００７９】
　なお、２つの偏光板を上記のような順序で配置することにより、光吸収型偏光板２２０
における発熱を比較的小さくすることができるとともに、構造複屈折型偏光板２００Ａの
偏光特性を向上させることが可能となる。
【００８０】
　図４も、光吸収型偏光板と一体化された構造複屈折型偏光板２００Ｂの概略断面図であ
る。この構造複屈折型偏光板２００Ｂでは、図３の構造複屈折型偏光板２００Ａの光射出
面に透明結晶基板２３０が設けられている。
【００８１】
　図３の構造複屈折型偏光板２００Ａを用いる場合には、光吸収型偏光板２２０はわずか
に光を吸収する。このため、光吸収型偏光板２２０内部に熱歪みが発生し、偏光特性が局
所的に変化してしまう場合がある。図４に示すように、光吸収型偏光板２２０に熱伝導性
の比較的高い透明結晶基板２３０を密着させて配置すれば、光吸収型偏光板２２０の温度
上昇を低減させることができるので、構造複屈折型偏光板２００Ｂは、優れた偏光特性を
実現することが可能となる。
【００８２】
　なお、透明結晶基板２３０としては、熱伝導率と光透過率とが比較的高い材料を用いる
ことが好ましく、例えば、アルミナを主成分とするサファイア基板や、水晶基板を用いる
ことができる。また、光吸収型偏光板２２０と透明結晶基板２３０とは、例えば、接着剤
などによってに密着した状態で固着されていればよい。
【００８３】
　また、図４では、光吸収型偏光板２２０が透明基板２１０と透明結晶基板２３０とによ
って挟まれているので、光吸収型偏光板２２０で生じた熱をムラなく均一に発散させるこ
とができ、光吸収型偏光板２２０の発熱による構造複屈折型偏光板の温度上昇を低減させ
ることができる。
【００８４】
　図３，図４に示す構造複屈折型偏光板２００Ａ，２００Ｂを用いれば、構造複屈折型偏
光板２００の入射角依存性と波長依存性とを緩和し、優れた偏光特性を実現することがで
きるため、照明光の拡がり角が大きな照明装置や、短波長域の光を用いる照明装置に対し
て特に有効である。
【００８５】
　図５は、光反射型偏光板と一体化された構造複屈折型偏光板２００Ｅの概略断面図であ
る。構造複屈折型偏光板２００Ｅは、図３の構造複屈折型偏光板２００Ａとほぼ同じであ
るが、光吸収型偏光板２２０に代えて、光反射型偏光板２５０を備えている。光反射型偏
光板２５０は、構造複屈折型偏光板２００Ｅを支持する透明基板２１０に密着して配置さ
れており、光学的に一体化されている。また、光反射型偏光板２５０は、その透過軸方向
が構造複屈折型偏光板２００の透過軸方向（Ｘ方向）と一致するように、配置されている
。
【００８６】
　図６は、図５の光反射型偏光板２５０の構造断面図である。この光反射型偏光板２５０
は、複屈折性を有する第１のフィルム２５１と複屈折性を有しない第２のフィルム２５２
とが交互に複数積層されて形成された層状偏光板である。第１および第２のフィルム２５
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１，２５２の材料は、第１のフィルム２５１のＸ方向の屈折率をｎ１Ｘ、Ｙ方向の屈折率
をｎ１Ｙとし、等方性の第２のフィルム２５２の屈折率をｎ２とすると、ｎ１Ｘ≒ｎ２，
ｎ１Ｙ≠ｎ２なる関係を充たすように予め選定されている。
【００８７】
　第１のフィルム２５１と第２のフィルム２５２との境界面におけるＸ方向の屈折率はほ
ぼ一致しているので、Ｘ方向の偏光光は、干渉反射されること無く透過される。一方、境
界面におけるＹ方向の屈折率は異なっているので、Ｙ方向の偏光光の一部は干渉反射され
る。なお、反射光の波長は、２つのフィルム２５１，２５２の屈折率および厚みによって
決定されており、反射率は、積層数や第１のフィルム２５１の複屈折性の大きさによって
決定されている。
【００８８】
　したがって、フィルム２５１，２５２の厚みや、屈折率（材料）、積層数などを所定の
条件に設定することにより、入射するＸ偏光光をほとんど全て透過させ、Ｙ偏光光をほと
んど全て反射させる光反射型偏光板２５０を形成することが可能である。なお、このよう
な光反射型偏光子は、例えば、特表平９－５０６９８５号公報に詳述されている。
【００８９】
　なお、光反射型偏光板２５０としては、上記の層状偏光板の他に、例えば、コレステリ
ック液晶とλ／４位相差板を組み合わせた光学素子や、ブリュースター角を利用して反射
偏光光と透過偏光光とに分離する光学素子（例えば、ＳＩＤ’９２　ＤＩＧＥＳＴ　Ｐ４
２７）、ホログラムを利用したホログラム光学素子などを用いることができる。
【００９０】
　構造複屈折型偏光板２００Ｅ（図５）では、構造複屈折型偏光板２００の光射出面側に
光反射型偏光板２５０が配置されているので、光吸収による発熱を殆ど無くすることがで
きる。このように、図３の光吸収型偏光板２２０に代えて光反射型偏光板２５０を用いて
も、構造複屈折型偏光板で生じる偏光分離特性の入射角依存性や波長依存性を補償するこ
とができる。
【００９１】
　図３～図５に示す構造複屈折型偏光板２００Ａ，２００Ｂ，２００Ｅを、図１の構造複
屈折型偏光板２００に代えて、液晶装置３００の光入射面側に配置するようにしてもよい
。
【００９２】
　なお、構造複屈折型偏光板２００Ａ，２００Ｂ，２００Ｅでは、構造複屈折型偏光板２
００と、光吸収型偏光板２２０または光反射型偏光板２５０とが光学的に一体化されてい
るが、両者は分離されていてもよい。ただし、両者を一体化すれば、両者の界面で生じる
光損失を低減することができるので、光の利用効率を高めることが可能となる。
【００９３】
　以上説明したように、プロジェクタＰＪ１では、液晶装置３００の光入射面側に光吸収
が少ない構造複屈折型偏光板２００（２００Ａ，２００Ｂ，２００Ｅ）が備えられる。し
たがって、光出力が大きな光源装置を用いたり、表示領域が小さな液晶装置を用いたりす
ることにより、偏光子に入射する単位面積あたりの光の強度が大きくなった場合において
も、偏光子の発熱を小さくすることができ、偏光子の特性を長期に渡って維持することが
可能となる。この結果、コントラストが高く、明るい画像を安定して表示するプロジェク
タを実現することができる。
【００９４】
　また、偏光子における発熱が少ないため、従来用いられていた冷却装置を小型化または
省略することができ、プロジェクタの低騒音化と小型化を実現できるという利点もある。
【００９５】
　なお、図１のプロジェクタＰＪ１では、構造複屈折型偏光板２００は、液晶装置３００
の光入射面側に配置されている。これは、プロジェクタＰＪ１では、偏りのない光が照明
光として用いられており、液晶装置３００の光射出面側に配置された偏光子４００に比べ
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て、光入射面側に配置された偏光子２００にかかる熱的負荷の方が大きいためである。こ
のように、偏りのない光を照明光として用いるプロジェクタでは、液晶装置の光入射面側
に、耐光性と耐熱性の高い構造複屈折型偏光板を配置することが効果的である。なお、液
晶装置３００の光射出面側にも、構造複屈折型偏光板２００を配置するようにしてもよい
。
【００９６】
Ｂ．第２実施例：
　図７は、第２実施例としてのプロジェクタＰＪ２の要部を平面的に見た概略構成図であ
る。図７（Ａ）は、Ｙ方向から見たときのプロジェクタＰＪ２を示しており、図７（Ｂ）
は、Ｘ方向から見たときのプロジェクタＰＪ２を示している。なお、第１実施例のプロジ
ェクタＰＪ１と同様の構成要素については、同じ番号を付し、その詳細な説明については
省略する。
【００９７】
　本実施例のプロジェクタＰＪ２の構成は、第１実施例のプロジェクタＰＪ１と類似して
いるが、図１の偏りのない光を射出するインテグレータ光学系１２０に代えて、偏りのな
い光をほぼ１種類の偏光光に変換して射出するインテグレータ光学系（以下、「偏光変換
光学系」とも呼ぶ）１５０が用いられている。なお、本実施例のインテグレータ光学系１
５０は、Ｘ偏光光を射出する。
【００９８】
　また、インテグレータ光学系の変更に伴い、液晶ライトバルブＬＶの偏光子の配置が変
更されている。具体的には、本実施例のプロジェクタＰＪ２では、構造複屈折型偏光板２
００は、液晶装置３００の光射出面側に配置されており、光吸収型偏光板４００は、光入
射面側に配置されている。また、偏光子の配置の変更に伴い、光吸収型偏光板４００は、
その透過軸がＸ方向に一致するように配置されており、構造複屈折型偏光板２００は、周
期的な微細構造体がＹ方向に沿うように配置されている。すなわち、本実施例の光吸収型
偏光板４００は、Ｘ偏光光を透過させ、構造複屈折型偏光板２００は、Ｙ偏光光を透過さ
せる。
【００９９】
　偏光変換光学系１５０は、第１および第２のレンズアレイ１３０，１４０と、偏光ビー
ムスプリッタアレイ（以下、「ＰＢＳアレイ」と呼ぶ）１６０と、選択位相差板１７０と
、重畳レンズ１８０とを備えている。なお、ＰＢＳアレイ１６０は、略平行四辺形の断面
形状を有する複数のガラス材を備えており、各ガラス材の界面には、偏光分離膜と反射膜
とが交互に形成されている。
【０１００】
　第１のレンズアレイ１３０に入射した光線束は各小レンズ１３１によって複数の部分光
線束に分割され、各部分光線束はＰＢＳアレイ１６０によって偏光方向が直交する２種類
の直線偏光光に分離される。その後、選択位相差板１７０によって２種類の直線偏光光の
うちの一方の直線偏光光の偏光方向が他方の直線偏光光の偏光方向に揃えられる。偏光方
向がほぼ一種類に揃えられた偏光光（Ｘ偏光光）は、重畳レンズ１８０を介して射出され
、第１実施例と同様に、平行化レンズ１９０を経て液晶装置３００上で重畳される。
【０１０１】
　このような偏光変換光学系１５０を用いれば、液晶装置３００に入射する照明光の面内
強度分布を均一化することができるとともに、光損失を殆ど伴うことなく、偏光方向がほ
ぼ一種類に揃った照明光を射出することができる。なお、このような偏光変換光学系１５
０は、例えば、特開平８－３０４７３９号公報に詳述されている。
【０１０２】
　本実施例のプロジェクタＰＪ２では、偏光変換光学系１５０が備えられているので、液
晶装置３００の光入射面側に配置される偏光子４００は、入射する光の偏光度を高めるの
に利用される。そして、偏光変換光学系１５０によって光の利用効率が向上しているので
、液晶装置３００の光射出面側に配置された偏光子２００に入射する光の強度は大きくな
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る。すなわち、液晶装置３００の光入射面側に配置される偏光子４００にかかる熱的負荷
は第１実施例と比較して小さく、光射出面側に配置される偏光子２００にかかる熱的負荷
は第１実施例と比較して大きくなる。このため、本実施例のプロジェクタＰＪ２では、液
晶装置３００の光入射面側に光吸収型偏光板４００を配置し、光射出面側に構造複屈折型
偏光板２００を配置している。
【０１０３】
　以上説明したように、プロジェクタＰＪ２では、液晶装置３００の光射出面側に光吸収
が少なく耐光性および耐熱性に優れた構造複屈折型偏光板２００が備えられている。した
がって、偏光変換光学系１５０を用いることによって偏光子に入射する単位面積あたりの
光の強度が大きくなった場合においても、偏光子の発熱を小さくすることができ、偏光子
の特性を長期に渡って維持することが可能となる。この結果、コントラストが高く、明る
い画像を安定的に表示するプロジェクタを実現することができる。
【０１０４】
　なお、構造複屈折型偏光板２００に代えて、図３～図５に示す構造複屈折型偏光板２０
０Ａ，２００Ｂ，２００Ｅを用いてもよい。この場合には、さらにコントラストの高い画
像を表示できる。また、液晶装置３００の光入射面側の偏光子４００として、構造複屈折
型偏光板２００，２００Ａ，２００Ｂ，２００Ｅを用いるようにしてもよい。
【０１０５】
Ｃ．第３実施例：
　前述したように、構造複屈折型偏光板２００を用いる場合には、偏光分離特性を向上さ
せる（すなわち、入射角依存性や波長依存性を低減させる）ために、周期的な微細構造体
の形成ピッチを、光の波長よりも可能な限り小さくすることが望ましい。しかしながら、
製法上、構造の微細化には限界がある。そこで、本実施例では、構造複屈折型偏光板２０
０の配置を工夫することによって、構造複屈折型偏光板の偏光分離特性を補償している。
【０１０６】
　図８は、第３実施例としてのプロジェクタＰＪ３の要部を平面的に見た概略構成図であ
る。このプロジェクタＰＪ３は、第１実施例のプロジェクタＰＪ１とほぼ同じであるが、
本実施例では、構造複屈折型偏光板２００が照明光軸Ｌ（すなわち、液晶装置を照明する
光の中心軸）に対して斜めに配置されている。
【０１０７】
　構造複屈折型偏光板２００を照明光軸Ｌに対して傾斜させて配置すると、照明光軸Ｌに
沿って入射する光に対する微細構造体のピッチは、実質的に小さくなる。このように偏光
板２００を配置すれば、偏光板２００の偏光分離特性を向上させることができ、この結果
、よりコントラストが高く、明るい画像を安定的に表示するプロジェクタを実現すること
ができる。
【０１０８】
　なお、構造複屈折型偏光板２００の照明光軸Ｌに対する傾斜角度は大きい方が好ましい
が、偏光板２００における光の損失や、偏光板２００からの反射光の処理を考慮すると、
傾斜角度は約４５度に設定されることが好ましい。すなわち、このような傾斜角度に設定
すれば、構造複屈折型偏光板２００で反射された光は照明光軸Ｌに対して約９０度の方向
に射出されるので、反射された光が他の光学素子に悪影響を及ぼすことがない。
【０１０９】
　ところで、構造複屈折型偏光板２００の照明光軸Ｌに対する傾斜角度を約４５度に設定
することは、偏光板２００の図中Ｚ方向の寸法が大きくなったことと等価である。このた
め、液晶装置３００の光入射面側には、構造複屈折型偏光板２００を配置するために、よ
り大きな空間が必要となる。
【０１１０】
　図９は、図８の構造複屈折型偏光板の変形例を示す説明図である。図９（Ａ）は、構造
複屈折型偏光板２００をＹ軸に沿って２つに折ってＶ字状に配置した構造複屈折型偏光板
２００Ｃを示しており、図９（Ｂ）は、４つに折ってＷ字状に配置した構造複屈折型偏光
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板２００Ｄを示している。このように、構造複屈折型偏光板２００を複数の領域に分割し
、各領域を照明光軸Ｌに対して斜めに配置すれば、構造複屈折型偏光板のＺ方向の寸法を
小さくすることができ、構造複屈折型偏光板を配置するための空間を比較的小さくするこ
とができる。
【０１１１】
　図９（Ａ）の構造複屈折型偏光板２００Ｃを用いる場合には、反射光が照明光軸Ｌとほ
ぼ直交する方向に射出されるため、反射光が他の光学素子に悪影響を及ぼすことがなく、
反射光の処理が容易であるという利点がある。大部分の液晶装置では、光射出面側から光
が入射すると誤動作する場合が多いが、上記の点に着目すれば、構造複屈折型偏光板２０
０Ｃを液晶装置の光射出面側に配置される偏光子として使用することもできる。一方、図
９（Ｂ）の構造複屈折型偏光板２００Ｄを用いる場合には、反射光の一部を光源装置１１
０（図８）側に戻して再利用することができるという利点がある。
【０１１２】
　また、構造複屈折型偏光板２００Ｃ，２００Ｄは、その向きを反転させて、配置するよ
うにしてもよい。例えば、図９（Ａ）の構造複屈折型偏光板２００Ｃの光入射面が光射出
面となるように、偏光板２００Ｃの２つの領域によって形成される１つの稜線が液晶装置
３００側を向くように配置してもよい。
【０１１３】
　図９（Ａ），（Ｂ）では、構造複屈折型偏光板の複数の領域はすべて照明光軸Ｌに対し
て斜めに配置されているが、一部の領域を照明光軸Ｌと直交するように配置するようにし
てもよい。一般には、複数の領域のうちの少なくとも一部が、照明光軸Ｌに対して斜めに
配置されていればよい。
【０１１４】
　なお、図９（Ａ），（Ｂ）に示す液晶装置の表示領域は、Ｘ方向に長辺を有し、Ｙ方向
に短辺を有する長方形である。前述のように、図９（Ａ），（Ｂ）では、Ｙ軸に沿って複
数の領域に分割された構造複屈折型偏光板２００Ｃ，２００Ｄが用いられている。しかし
ながら、上記のような長方形の表示領域を有する液晶装置に対しては、Ｘ軸に沿って複数
の領域に分割された構造複屈折型偏光板を用いることが好ましい。換言すれば、構造複屈
折型偏光板は、長辺方向に沿って分割されていることが好ましい。このとき、複数の領域
は、表示領域の短辺方向に沿って列ぶように配置される。こうすれば、図９（Ａ），（Ｂ
）の構造複屈折型偏光板２００Ｃ，２００Ｄを用いる場合と比べ、構造複屈折型偏光板の
Ｚ方向の厚みを比較的小さくすることができる。
【０１１５】
Ｄ．第４実施例：
　図１０は、第４実施例としてのプロジェクタＰＪ４の要部を平面的に見た概略構成図で
ある。このプロジェクタＰＪ４では、第３実施例のプロジェクタＰＪ３と同様に、構造複
屈折型偏光板２００が照明光軸Ｌに対して斜めに配置されている。具体的には、構造複屈
折型偏光板２００は、照明光軸Ｌに対して４５度の角度で傾斜して配置されている。
【０１１６】
　このように構造複屈折型偏光板２００を配置すれば、プロジェクタＰＪ４は、構造複屈
折型偏光板２００で反射されたＹ偏光光を照明光として使用することができる。
【０１１７】
　なお、図１０に示すように構造複屈折型偏光板２００を配置すれば、プロジェクタＰＪ
４をＬ字状に構成することができるため、プロジェクタ全体を覆う筐体の図中Ｘ方向の寸
法またはＺ方向の寸法を比較的短くすることができ、この結果、プロジェクタを小型化す
ることができる。なお、図中Ｚ方向の寸法を小さくすれば、リアプロジェクタに好適であ
り、図中Ｘ方向の寸法を小さくすれば、光源装置１１０を底部に配置する縦型のプロジェ
クタに好適である。
【０１１８】
Ｅ．第５実施例：
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　ところで、液晶装置の光射出面側に光反射型偏光板を有する偏光子を配置する場合には
、光反射型偏光板で反射された不要な偏光光が液晶装置の光射出面に入射しないように注
意する必要がある。これは、液晶装置に多く使用されている能動スイッチング素子として
の薄膜トランジスター（ＴＦＴ）等は、液晶装置の光射出面側から光が入射すると誤動作
してしまう場合があるからである。
【０１１９】
　光反射型偏光板を有する偏光子として、近年、偏光分離膜を有する偏光ビームスプリッ
タを使用することが試みられている（例えば、特開平７－３０６４０５号公報）。この偏
光ビームスプリッタは、２つの直角プリズムと、その界面に形成された偏光分離膜とを備
えている。そして、偏光ビームスプリッタは、偏光分離膜が照明光軸に対して約４５度傾
いた状態で配置される。このような偏光ビームスプリッタを液晶装置の光射出面側に配置
する場合には、偏光分離膜で反射された光は、照明光軸と略直交する方向に射出されるの
で、液晶装置の誤動作を防止することができる。
【０１２０】
　しかしながら、偏光ビームスプリッタの照明光軸に沿った寸法は、液晶装置の長方形の
表示領域の長辺の寸法とほぼ等しく設定されるため、偏光子が大型化してしまう。この結
果、液晶装置の光射出面側には、偏光子を配置するために比較的広い空間が必要となり、
プロジェクタが大型化してしまうという問題がある。また、液晶装置と投写光学系との距
離が長くなるため、大口径の投写レンズが必要となり、投写光学系の製造コストが高くな
るという問題もある。
【０１２１】
　そこで、本実施例では、液晶装置の光射出面側に光反射型偏光板を有する偏光子を配置
して、偏光子の耐光性および耐熱性を向上させるとともに、偏光子が光反射型偏光板とプ
リズムとを備える場合にも偏光子を小型化できるように工夫している。
【０１２２】
　図１１は、第５実施例における第１の光反射型偏光子１の概略構成を示す断面図である
。この光反射型偏光子１は、プリズム１０と光反射型偏光板２０と光吸収型偏光板３０と
を備えている。
【０１２３】
　プリズム１０は、非平行な光入射面Ｓ１ｉと光射出面Ｓ１ｏとを有する透明体である。
具体的には、プリズム１０は、対向する光入射面Ｓ１ｉと光射出面Ｓ１ｏとの成す角度（
頂角）αが特定の値に設定された、略三角形の断面形状を有する柱状のガラス体である。
なお、頂角αについては、後述する。
【０１２４】
　光反射型偏光板２０は、光吸収を殆ど伴うことなく、偏りのない光を偏光方向が異なる
２種類の偏光光に分離する光学素子である。本実施例の光反射型偏光板２０は、例えば、
以下のような光学素子を用いて構成される。
（ａ）誘電体多層膜によって形成される偏光分離素子、
（ｂ）周期的な微細構造体が形成された構造複屈折型偏光板、
（ｃ）液晶材料などの屈折率異方性（複屈折性）を有する有機材料を、層状に積層させた
高分子系の層状偏光板（例えば、３Ｍ社製のＤＢＥＦ）、
（ｄ）偏りのない光を右回りの円偏光と左回りの円偏光とに分離する円偏光反射板（例え
ば、コレステリック液晶）とλ／４位相差板を組み合わせた光学素子、
（ｅ）ブリュースター角を利用して反射偏光光と透過偏光光とに分離する光学素子（例え
ば、ＳＩＤ’９２　ＤＩＧＥＳＴ　Ｐ４２７）、
（ｆ）ホログラムを利用したホログラム光学素子。
【０１２５】
　光吸収型偏光板３０は、偏光方向が互いに直交する２つの直線偏光光のうちの一方の直
線偏光光を吸収し、他方の直線偏光光を透過させる光学素子である。なお、光吸収型偏光
板３０は、ヨウ素または染料を含浸させたフィルムを一軸延伸して形成することができる
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。
【０１２６】
　なお、光吸収型偏光板３０が用いられているのは、光反射型偏光板２０の偏光分離特性
は、入射角依存性を伴う場合が多いからである。発散光あるいは集束光が入射する場合に
は、光反射型偏光板２０を透過する光の偏光度は、入射角に応じて変化する。そこで、光
反射型偏光板２０の光射出面側に光吸収型偏光板３０を配置することにより、透過光の偏
光度を向上させている。なお、光吸収型偏光板３０は、その透過軸方向が透過光の偏光方
向とほぼ一致するように配置されている。このようにして、光反射型偏光子１はほぼ一種
類の偏光状態を有する偏光度の高い偏光光を射出することができる。
【０１２７】
　プリズム１０の光入射面Ｓ１ｉから照明光軸Ｌに沿って入射した偏りのない光は、光射
出面Ｓ１ｏに形成された光反射型偏光板２０によって、偏光方向が直交する２種類の直線
偏光光に分離される。一方の直線偏光光は、光反射型偏光板２０を透過する。透過光は、
さらに、光吸収型偏光板３０を透過して射出される。他方の直線偏光光（Ｘ偏光）は、光
反射型偏光板２０で反射され、プリズム１０に再び入射する。なお、本実施例では、光反
射型偏光板２０を透過した偏光光を透過光、光反射型偏光板２０で反射した偏光光を反射
光とも呼ぶ。
【０１２８】
　プリズム１０に再入射した反射光（戻り光）は光入射面Ｓ１ｉで全反射され、頂角と対
向する面Ｓαから射出される。このため、光入射面Ｓ１ｉからプリズム１０の外部には、
光は殆ど射出されない。
【０１２９】
　図１２は、プリズム１０の頂角αの設定値を説明するための説明図である。光入射面Ｓ
１ｉに入射角θ１で入射した光は、光反射型偏光板２０で反射された後、光入射面Ｓ１ｉ
に入射角θで入射する。このとき、入射角θが下式（１）の関係を充たしていれば、反射
光（戻り光）は光入射面Ｓ１ｉで全反射する。また、入射角θは、入射角θ１とプリズム
の頂角αとプリズムの屈折率ｎとによって決定され、頂角αが下式（２）の関係を充たす
ときに、戻り光は光入射面Ｓ１ｉで全反射する。このように頂角αの値を設定すれば、戻
り光は、光入射面Ｓ１ｉからプリズム１０の外部に射出されない。
【０１３０】
　　θ ≦ sin-1（1/n）　…（１）
　　α ≧ （sin-1（1/n・sinθ1）＋sin-1（1/n））／２　…（２）
【０１３１】
　例えば、プリズム１０に入射する光の最大の入射角θ１を±１１．３度（プロジェクタ
のインテグレータ光学系のＦナンバーが約２．５の場合に相当）としてプリズムの屈折率
ｎを１．５２とする場合には、プリズムの頂角αを約２４．３度以上に設定すれば、戻り
光はすべて光入射面Ｓ１ｉで全反射される。
【０１３２】
　このとき、頂角αと対向する面Ｓαの照明光軸Ｌの方向における寸法ＢＣは、光入射面
Ｓ１ｉのＹ方向の寸法ＡＢの約０．４５倍に設定することができる。このように、プリズ
ム１０の寸法ＢＣを寸法ＡＢよりも短くすることができるので、光反射型偏光子１を小型
化することができる。
【０１３３】
　ところで、プリズム１０内部では、光の偏光状態に影響を与える位相変化があまり生じ
ないことが好ましい。プリズム１０の頂点付近では、その形状に起因して、内部あるいは
外部からの応力が発生し易く、位相変化が生じ易い。そこで、本実施例のプリズム１０は
、通過する光の偏光状態を維持するために、光弾性定数が比較的小さなガラス材料を用い
て形成されている。ガラス材料の光弾性定数は、人間の目の感度を考慮すると、約１nm/c
m/105 Pa以下であることが好ましい。このようなガラス材料を用いてプリズムを形成すれ
ば、発生する位相変化の量を小さくすることができ、偏光度の面内分布をほぼ均一とする
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ことができる。なお、光弾性定数が比較的小さな材料であれば、ガラス材料に代えてプラ
スチック材料を用いるようにしてもよい。
【０１３４】
　このように、図１１の光反射型偏光子１は、光吸収を伴わない光反射型偏光板２０が用
いられているので、偏光子の耐光性および耐熱性を向上させることができ、偏光子に入射
する光の強度が大きくなった場合にも、安定した偏光分離特性を発揮することができる。
また、光反射型偏光板２０からの反射光（戻り光）がプリズム１０の光入射面Ｓ１ｉで全
反射するように、光入射面Ｓ１ｉと光射出面Ｓ１ｏとの成す角（頂角）が設定されたプリ
ズム１０が用いられている。したがって、不要な偏光光（反射光）が光入射面Ｓ１ｉから
外部に射出されない。このような光反射型偏光子をプロジェクタの液晶装置の光射出面側
に配置した場合には、液晶装置の光射出面に光が入射することがないので、液晶装置が誤
動作することを防止できる。
【０１３５】
　また、本実施例では、プリズム１０と、光反射型偏光板２０の基材と、光吸収型偏光板
３０の基材との屈折率とは、ほぼ一致している。こうすれば、プリズム１０と光反射型偏
光板２０と光吸収型偏光板３０とを、光学的に一体化した場合に、各界面での光損失を低
減させることができるとともに、光反射型偏光子１の取り扱いも容易となる。また、偏光
子１における光の利用効率を高めることができるとともに、プリズム１０内部への戻り光
を低減させることも可能となる。なお、光吸収型偏光板３０は、光反射型偏光板２０から
射出される偏光光（透過光）の偏光度が高い場合には、省略可能である。
【０１３６】
　なお、図１１の偏光子１を用いる場合には、プリズム１０の光入射面Ｓ１ｉおよび面Ｓ
αには、反射防止膜が形成される。これにより、外部からの光の殆どをプリズム１の光入
射面Ｓ１ｉから入射させることができるとともに、光入射面Ｓ１ｉで全反射された光の殆
どをプリズム１の面Ｓαから射出させることができる。ただし、光入射面Ｓ１ｉと面Ｓα
には、光の入射角に応じて、構造の異なる反射防止膜が形成される。
【０１３７】
　しかしながら、実際には、プリズム１０の面Ｓαに入射した光が、面Ｓαで反射されて
、光反射型偏光板２０に再度入射してしまう場合がある。図１３は、図１１の偏光子１の
変形例を示す説明図である。図１３に示す偏光子１’は、図１１の偏光子１とほぼ同様で
あるが、プリズム１０’の形状が変更されている。具体的には、プリズム１０’の光入射
面Ｓ１ｉと光射出面Ｓ１ｏとで形成される頂角αに対向する面（対向面）Ｓα’が変更さ
れている。すなわち、面Ｓα’は、プリズム１０’の光入射面Ｓ１ｉで全反射した直線偏
光光（Ｘ偏光光）が面Ｓα’にほぼ垂直に入射するように、設定されている。なお、この
とき、光入射面Ｓ１ｉと面Ｓα’との成す角βは、光反射型偏光板２０で反射された光が
、光入射面Ｓ１ｉで全反射する際の入射角θにほぼ等しく設定されている。
【０１３８】
　このような偏光子１’を用いれば、面Ｓα’に入射する光の殆どを、面Ｓα’から射出
させることができるので、光反射型偏光板２０に再度入射する光をかなり低減させること
ができる。また、このような偏光子１’を用いる場合には、光入射面Ｓ１ｉおよび面Ｓα
’に入射する光の入射角（ほぼ０度）が等しくなるので、２つの面Ｓ１ｉ，Ｓα’に形成
すべき反射防止膜の構造を共通化することができる。
【０１３９】
　図１４は、第５実施例における第２の光反射型偏光子２の概略構成を示す断面図である
。この光反射型偏光子２は、図１１の光反射型偏光子１とほぼ同じであるが、光吸収型偏
光板３０の光射出面側に第２のプリズム４０が配置されている。
【０１４０】
　図１４の光反射型偏光子２を用いる場合にも、図１１の光反射型偏光子１を用いる場合
と同様の効果を奏し、さらに、以下のような効果を奏する。
【０１４１】
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　図１４では、２つのプリズム１０，４０として、同じプリズムが用いられており、２つ
のプリズム１０，４０はＹ方向において逆向きとなるように配置されている。このとき、
２つのプリズム１０，４０の屈折率は等しくなっている。また、第１のプリズム１０の光
射出面Ｓ１ｏと第２のプリズムの光入射面Ｓ２ｉとは略平行となっており、第１のプリズ
ム１０の光入射面Ｓ１ｉと第２のプリズムの光射出面Ｓ２ｏとは略平行となっている。こ
のため、光が光反射型偏光子２を通過する際に、その進行方向は殆ど変更されない。換言
すれば、光反射型偏光子２に入射する光と光反射型偏光子２から射出される光との進行方
向は、ほぼ一致している。このようにすれば、光反射型偏光子２を他の光学部品と組み合
わせて使用する場合に光学系を容易に構成できるという利点がある。
【０１４２】
　あるいは、２つのプリズム１０，４０を形成する材料は、異なっていてもよい。例えば
、光反射型偏光子２の用途に応じて、最適な物性値（例えば、屈折率や光弾性定数）を有
する材料を用いて各プリズム１０，４０を形成するようにしてもよい。２つのプリズム１
０，４０の屈折率が異なる場合にも、第２のプリズムの頂角を調整すれば、光反射型偏光
子に入射する光と光反射型偏光子から射出される光との進行方向をほぼ一致させることが
できる。
【０１４３】
　なお、屈折率が高い材料あるいは光弾性定数が小さい材料は高価である。したがって、
プロジェクタの液晶装置の光入射面側および光射出面側に光反射型偏光子２を配置する場
合には、液晶装置に近い方のプリズムに、屈折率が高く光弾性定数の小さい高価な材料（
例えば、光弾性定数が約１nm/cm/105 Pa以下の材料）を用い、遠い方のプリズムにはそれ
以外の安価な材料を用いるようにしてもよい。こうすれば、光反射型偏光子２の光学特性
をあまり低下させずに、低コスト化を図ることができる。
【０１４４】
　また、第２のプリズム４０では全反射を起こさせる必要はない。このため、第２のプリ
ズム４０の屈折率や頂角を適当な値に設定することによって、光反射型偏光子２から射出
される光の進行方向を制御することもできる。これにより、他の光学部品の配置の自由度
を高めることができ、例えば、あおり投写の光学系を容易に構成することができる。
【０１４５】
　なお、本実施例では、第１のプリズム１０と、光反射型偏光板２０の基材と、光吸収型
偏光板３０の基材と、第２のプリズム４０との屈折率とは、ほぼ一致している。こうすれ
ば、第１のプリズム１０と光反射型偏光板２０と光吸収型偏光板３０と第２のプリズム４
０を、光学的に一体化した場合に、各界面での光損失を低減させることができるとともに
、光反射型偏光子２の取り扱いも容易となる。また、偏光子２における光の利用効率を高
めることができるとともに、プリズム１０内部への戻り光を低減させることも可能となる
。なお、光吸収型偏光板３０は、光反射型偏光子１の場合と同様に、省略可能である。
【０１４６】
　図１５は、第５実施例における第３の光反射型偏光子３の概略構成を示す断面図である
。図１４の光反射型偏光子２では、光吸収型偏光板３０は第２のプリズム４０の光入射面
Ｓ２ｉに配置されているが、この光反射型偏光子３では、光吸収型偏光板３０は第２のプ
リズム４０の光射出面Ｓ２ｏに配置されている。このような光反射型偏光子３を用いる場
合にも、図１４の光反射型偏光子２を用いる場合と同様の効果を奏し、さらに、以下のよ
うな効果を奏する。
【０１４７】
　光吸収型偏光板３０は光吸収によって発熱する。このため、図１４の光反射型偏光子２
を用いる場合には、光吸収型偏光板３０の熱が、第２のプリズム４０や光吸収型偏光板３
０自体に影響を及ぼし、位相変化を生じさせたり、偏光特性を悪化させたりする。一方、
図１５に示す光反射型偏光子３を用いる場合には、光吸収型偏光板３０の熱を外部空間に
速やかに放出することができるので、光吸収型偏光板３０の熱が第２のプリズム４０等の
周辺の光学素子に及ぼす影響を低減させることができる。
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【０１４８】
　さらに、第２のプリズム４０の光射出面Ｓ２ｏに光吸収型偏光板３０を配置すれば、光
吸収型偏光板３０に入射する透過光の入射角を小さく設定できるので、光吸収型偏光板３
０の偏光特性を向上させることができるという利点もある。
【０１４９】
　図１６は、第５実施例における第４の光反射型偏光子４の概略構成を示す断面図である
。この光反射型偏光子４は、図１５の光反射型偏光子３とほぼ同じであるが、光反射型偏
光板２０として構造複屈折型偏光板２１が用いられている。なお、構造複屈折型偏光板２
１としては、例えば、図２（Ａ），（Ｂ）で説明した構造複屈折型偏光板を用いることが
でき、図１６では、図２（Ａ）に示すような構造複屈折型偏光板が用いられている。
【０１５０】
　構造複屈折型偏光板２１は、その透明基板２１０が第２のプリズム４０の光入射面と密
着した状態で配置され、周期的な微細構造体（金属薄膜）２１１と第１のプリズム１０と
が僅かな空間を隔てた状態で配置されている。また、この僅かな空間を経て、光は微細構
造体２１１の側から透明基板２１０に入射する。なお、このように空間を設けることによ
り、構造複屈折型偏光板２１の偏光分離特性を高めることができる。
【０１５１】
　そして、微細構造体２１１は、第１のプリズム１０の光入射面Ｓ１ｉと光射出面Ｓ１ｏ
とによる交線方向（Ｘ方向）と直交し、光射出面Ｓ１ｏと平行な方向に沿って周期的に配
列されており、溝２１２はＸ方向に延びている。こうすれば、構造複屈折型偏光板２１は
照明光軸Ｌに対して斜めに配置されるので、照明光に対する微細構造体のピッチを実質的
に小さくすることができ、この結果、構造複屈折型偏光板の光学特性を向上させることが
可能となる。
【０１５２】
　このように、構造複屈折型偏光板２１を照明光軸Ｌに対して傾斜させて配置する場合に
は、微細構造体２１１の周期的な配列方向が照明光軸Ｌに対して傾斜するように、配置す
ることが望ましい。仮に、微細構造体の周期的な配列方向が照明光軸Ｌに対して直交する
ように、構造複屈折型偏光板を配置しても、照明光に対する微細構造体のピッチを実質的
に小さくすることができないので、光学特性を向上させることは困難である。
【０１５３】
　なお、図１６では、透明基板２１０の屈折率は、第２のプリズム４０の屈折率にほぼ等
しく設定されているので、構造複屈折型偏光板２１と第２のプリズム４０との界面で生じ
る光損失を低減させることができる。
【０１５４】
　図１６の光反射型偏光子４を用いる場合にも、図１５の光反射型偏光子３を用いる場合
と同様の効果を奏する。さらに、図１６では、偏光分離特性の入射角依存性が比較的小さ
な構造複屈折型偏光板２１を光反射型偏光板として用いているので、光反射型偏光子４に
光強度の大きな光が入射したり、入射角の大きな光が入射したりする場合にも、優れた偏
光分離特性を発揮することができる。
【０１５５】
　図１５の光反射型偏光板２０としては、構造複屈折型偏光板２１に代えて屈折率異方性
を有する薄膜を用いた層状偏光板を使用することもできる。層状偏光板は、図６で説明し
たように、複屈折性を有する第１のフィルムと複屈折性を有しない第２のフィルムとが交
互に複数積層された偏光板である。
【０１５６】
　光反射型偏光板２０として層状偏光板を用いる場合にも、図１５の光反射型偏光子３を
用いる場合と同様の効果を奏する。さらに、層状偏光板は偏光分離特性の波長依存性が比
較的小さいため、可視光のように波長域が広い光が入射した場合でも、優れた偏光分離特
性を発揮することができる。
【０１５７】



(20) JP 4803236 B2 2011.10.26

10

20

30

40

50

　なお、図１４，図１５，図１６の偏光子２，３，４の第１のプリズム１０に代えて、図
１３に示すプリズム１０’を用いるようにしてもよい。
【０１５８】
　図１７は、第５実施例における第５の光反射型偏光子５の概略構成を示す断面図である
。この光反射型偏光子５は、図１３の偏光子１’の光射出面側に第２のプリズム４０が設
けられた２つの部分偏光子５ａ，５ｂで構成されている。２つの部分偏光子５ａ，５ｂは
、それぞれの第１のプリズム１０’の光入射面Ｓ１ｉがほぼ同一面内に配置されるように
、接続されている。また、２つの部分偏光子５ａ，５ｂは、照明光軸Ｌに対して、対称と
なるように接続されており、このとき、各部分偏光子５ａ，５ｂの光反射型偏光板２０は
、Ｖ字状に配置される。
【０１５９】
　このような偏光子５を用いれば、図９（Ａ）と同様に、光反射型偏光子５のＺ方向の寸
法を小さくすることができる。したがって、光反射型偏光子を小型化することができると
ともに、光反射型偏光子５を配置するための空間を比較的小さくすることができるという
利点がある。また、この光反射型偏光子５をプロジェクタに適用すれば、プロジェクタを
小型化することが可能となる。
【０１６０】
　なお、図１７では、２つの部分偏光子５ａ，５ｂの光射出面側の第２のプリズム４０は
、別個のプリズムで構成されているが、１つのプリズムを用いて構成するようにしてもよ
い。
【０１６１】
　また、図１７の光反射型偏光子５では、部分偏光子として、図１３の偏光子１’が利用
されているが、他の偏光子１～４を利用するようにしてもよい。さらに、図１７の光反射
型偏光子５では、部分偏光子１’が２つ組み合わされているが、他の部分偏光子１～４を
４つ組み合わせて、図９（Ｂ）に示すように、各偏光子の光反射型偏光板２０がＷ字状に
配置されるようにしてもよい。こうすれば、さらに小型化された光反射型偏光子を得るこ
とができ、これをプロジェクタに適用すれば、プロジェクタをさらに小型化することがで
きるという利点がある。一般には、複数の部分偏光子は、それぞれの第１のプリズムの光
入射面がほぼ同一面内に配置されるように接続されていればよい。
【０１６２】
　図１８は、第５実施例におけるプロジェクタＰＪ５の要部を平面的に見た概略構成図で
ある。なお、図１８は、Ｘ方向から見たときの平面図を示している。
【０１６３】
　このプロジェクタＰＪ５は、第２実施例のプロジェクタＰＪ２（図７（Ｂ））とほぼ同
じであるが、液晶装置３００の光射出面側に配置される偏光子が変更されている。具体的
には、プロジェクタＰＪ５では、図１５に示す光反射型偏光子３の第１のプリズム１０を
、図１３に示す第１のプリズム１０’に変更した光反射型偏光子３’が用いられている。
また、プロジェクタＰＪ５では、偏光変換光学系１５０’の重畳レンズ１８０’は、凸面
が光入射面となるように配置されている。
【０１６４】
　図１９は、図１８の液晶装置３００の光射出面側に配置された光反射型偏光子３’の配
置の仕方を示す説明図である。一般に、液晶装置３００の表示領域は、長方形である場合
が多い。光反射型偏光子３’は、その光入射面Ｓ１ｉと光射出面Ｓ１ｏとによって形成さ
れる交線１１の方向が液晶装置３００の表示領域の長辺３０１の方向（Ｘ方向）と略平行
となるように、配置されている。
【０１６５】
　図１９に示すように光反射型偏光子３’を配置すれば、光入射面Ｓ１ｉと光射出面Ｓ１
ｏとによって形成される交線１１の方向を液晶装置３００の表示領域の短辺の方向（Ｙ方
向）と略平行となるように配置する場合と比べて、光反射型偏光子３’の照明光軸Ｌに沿
った方向（Ｚ方向）における寸法を比較的小さくすることができる。これは、光反射型偏
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光子３’のＺ方向の寸法は、図１２で説明したように、第１のプリズム１０の光入射面Ｓ
１ｉの寸法ＡＢの tanα倍で決定されるためである。したがって、図１８，図１９に示す
ように配置すれば、液晶装置３００と投写光学系５００間の距離を短くすることができ、
この結果、プロジェクタと投写レンズの小型化低およびコスト化を実現することができる
。
【０１６６】
　以上説明したように、プロジェクタＰＪ５では、光反射型偏光子３’が用いられている
ので、偏光子の耐光性および耐熱性を向上させることができるとともに、偏光度の高い偏
光光を生成し、コントラストの高い画像を表示することができる。また、不要な偏光光が
液晶装置３００に戻ることを防止できる。これにより、液晶装置３００の誤動作を防止で
き、偏光子に入射する光の強度が大きくなった場合にも、高画質な画像を安定して表示す
ることができる。
【０１６７】
　また、プロジェクタＰＪ５では、液晶装置３００の光射出面側のみに光反射型偏光子３
’が配置されているが、偏光変換光学系１５０’の有無によって、換言すれば、前述した
ような偏光子にかかる熱的負荷によって、液晶装置３００の光入射面側のみに設けるよう
にしてもよい。具体的には、偏光変換光学系１５０’を搭載しない場合（すなわち、図１
に示すようなインテグレータ光学系を搭載する場合）には、液晶装置３００の少なくとも
光入射面側に光反射型偏光子３’を配置し、偏光変換光学系１５０’を搭載する場合には
、液晶装置３００の少なくとも光射出面側に光反射型偏光子３’を配置するようにしても
よい。なお、光反射型偏光子３’が配置されない側には、上記のように、光吸収型偏光板
４００を単独で用いればよい。このようにすれば、プロジェクタの小型化と高性能化と低
コスト化とを同時に実現することができる。
【０１６８】
　プロジェクタＰＪ５では、光反射型偏光子３’が用いられているが、これに代えて、他
の光反射型偏光子１，１’，２，３，４，５を用いるようにしてもよい。
【０１６９】
　なお、この発明は上記の実施例や実施形態に限られるものではなく、その要旨を逸脱し
ない範囲において種々の態様において実施することが可能であり、例えば次のような変形
も可能である。
【０１７０】
（１）図２，図１６では、構造複屈折型偏光板２００，２１は、微細構造体２１１が形成
された面側から光が入射するように配置されているが、微細構造体２１１が形成された面
と反対の面側、すなわち、透明基板２１０側から光が入射するように配置されていてもよ
い。ただし、図２，図１６に示すように配置すれば、構造複屈折型偏光板における偏光分
離特性を比較的高くすることができる。
【０１７１】
（２）上記実施例では、液晶装置を１つだけ用いたいわゆる単板式のプロジェクタを説明
したが、本発明は複数の液晶装置を用いたプロジェクタにも適用可能である。また、上記
実施例では、透過型の液晶装置が用いられているが、本発明は、反射型の液晶装置を用い
たプロジェクタにも適用可能である。さらに、フロント投写型のプロジェクタのみならず
、透過型のスクリーンに画像を投写表示するリア投写型のプロジェクタにも適用可能であ
る。
【０１７２】
　産業上の利用可能性：この発明は、偏光子を用いる光学装置、例えば、プロジェクタに
適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１７３】
【図１】第１実施例としてのプロジェクタＰＪ１の要部を平面的に見た概略構成図である
。
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【図２】図１の構造複屈折型偏光板２００の種々の例を示す説明図である。
【図３】光吸収型偏光板と一体化された構造複屈折型偏光板２００Ａの概略断面図である
。
【図４】光吸収型偏光板と一体化された構造複屈折型偏光板２００Ｂの概略断面図である
。
【図５】光反射型偏光板と一体化された構造複屈折型偏光板２００Ｅの概略断面図である
。
【図６】図５の光反射型偏光板２５０の構造断面図である。
【図７】第２実施例としてのプロジェクタＰＪ２の要部を平面的に見た概略構成図である
。
【図８】第３実施例としてのプロジェクタＰＪ３の要部を平面的に見た概略構成図である
。
【図９】図８の構造複屈折型偏光板の変形例を示す説明図である。
【図１０】第４実施例としてのプロジェクタＰＪ４の要部を平面的に見た概略構成図であ
る。
【図１１】第５実施例における第１の光反射型偏光子１の概略構成を示す断面図である。
【図１２】プリズム１０の頂角αの設定値を説明するための説明図である。
【図１３】図１１の偏光子１の変形例を示す説明図である。
【図１４】第５実施例における第２の光反射型偏光子２の概略構成を示す断面図である。
【図１５】第５実施例における第３の光反射型偏光子３の概略構成を示す断面図である。
【図１６】第５実施例における第４の光反射型偏光子４の概略構成を示す断面図である。
【図１７】第５実施例における第５の光反射型偏光子５の概略構成を示す断面図である。
【図１８】第５実施例におけるプロジェクタＰＪ５の要部を平面的に見た概略構成図であ
る。
【図１９】図１８の液晶装置３００の光射出面側に配置された光反射型偏光子３’の配置
の仕方を示す説明図である。



(23) JP 4803236 B2 2011.10.26

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】



(24) JP 4803236 B2 2011.10.26

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(25) JP 4803236 B2 2011.10.26

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】



(26) JP 4803236 B2 2011.10.26

【図１８】 【図１９】



(27) JP 4803236 B2 2011.10.26

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０８－３３４６２３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－００５６９９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０２Ｂ　　５／１８、　５／３０－　５／３２、
              Ｇ０３Ｂ　２１／００－２１／１０、２１／１２－２１／１３、
              　　　　　２１／１３４－２１／３０、３３／００－３３／１６、
              Ｈ０４Ｎ　　５／６６－　５／７４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

